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No.222 第３回定例会
８月26日～９月29日

令和３年（2021年）令和３年10月30日発行

２～４面★一般質問
　　５面★議案審議結果一覧表　★可決した主な議案の内容
６～７面★委員会の審査から
　　　　★令和２年度決算審査について
　　　　★本会議の質疑から
　　８面★意見書（要旨）　★高校生との意見交換会の開催
　　　　★請願の処理経過及び結果報告
　　　　★令和２年度政務活動費の収支報告について
　　　　★議員提出議案第２３号　★委員会提出議案
　　　　★９月定例会の日程

主
な
内
容

　本定例会は、８月２６日から９月２９日まで
の３５日間にわたり開催され、議案４２件、請
願３件を審議しました。
　審議の結果、市長提出議案は３２件を可決、
承認、認定、１件を継続審査としました。
　委員会提出議案は１件を可決、議員提出
議案は６件を可決、２件を否決しました。
　また、市民から提出された請願は２件を
不採択、１件を継続審査としました。

　
一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ

せ
た
９
月
補
正
予
算
額
は
８１
億
４

６
３
９
万
２
千
円
と
な
り
ま
す
。

　
一
般
会
計
補
正
額
の
う
ち
歳
入

は
、
地
方
交
付
税
―
８
億
１
０
５

５
万
９
千
円
、
国
庫
支
出
金
（
第

４
号
及
び
第
５
号
合
算
）
―
２
億

６
３
７
３
万
３
千
円
、
都
支
出
金

―
△
６
億
７
８
０
５
万
１
千
円
、

繰
入
金
（
第
４
号
及
び
第
５
号
合

算
）
―
１２
億
３
８
９
１
万
９
千
円
、

繰
越
金
―
３１
億
６
５
２
２
万
７
千

円
、
諸
収
入
―
１０
億
４
０
７
０
万

５
千
円
、
市
債
―
５
８
０
０
万
円

で
す
。
歳
出
の
主
な
も
の
は
次
の

と
お
り
で
す
。

総
　
務
　
費

　

人
事
管
理
費
の
人
事
管
理
事
務

費
―
７
億
３
７
１
６
万
２
千
円
、

財
政
管
理
費
の
財
政
事
務
費
―
３４

億
１
９
０
５
万
２
千
円
。

民
　
生
　
費

　

障
が
い
者
福
祉
費
の
障
が
い
福

祉
事
務
費
―
４
億
５
８
１
７
万
２

千
円
、
保
育
・
幼
稚
園
費
の
保
育

・
幼
稚
園
事
務
費
―
２
億
４
２
９

８
万
５
千
円
。

衛
　
生
　
費

　

保
健
予
防
費
の
保
健
予
防
事
務

費
―
１
億
６
７
２
１
万
６
千
円
。

令
和
３
年
度

９
月
補
正
予
算

（
第
４
号・
第
５
号
合
算
）

の
あ
ら
ま
し

令和３年度（２０２１年度）9月補正　会計別予算構成表
（単位：千円）

区　　分 補正前
の額 補正額 計構成比

（％）
構成比
（％）

一 般 会 計 １７５，５０１，１８４ ５８．１ ５，８９９，０９２
( 第４・５号合算) １８１，４００，２７６ ５８．５ 

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険
事 業 会 計 ４１，１３０，５２０ １３．６ ６３９，７０３ ４１，７７０，２２３ １３．５ 
介 護 保 険
事 業 会 計 ３６，６７８，１６２ １２．１ １，４２５，４４０ ３８，１０３，６０２ １２．３ 
後期高齢者医療
事 業 会 計 １２，００４，５０８ ４．０ １５２，６２６ １２，１５７，１３４ ３．９ 
鶴川駅南土地区画
整 理 事 業 会 計 １０５，０２１ ０．１ ３，８１７ １０８，８３８ ０．１ 
下水道事業会計 １８，７００，５１９ ６．２ ２５，７１４ １８，７２６，２３３ ６．０ 

収 益 的 １２，７３８，０３２ ４．２ ５４，０１４ １２，７９２，０４６ ４．１ 
資 本 的 ５，９６２，４８７ ２．０ △ ２８，３００ ５，９３４，１８７ １．９ 

病院事業会計 １７，８６３，０７１ ５．９ ０ １７，８６３，０７１ ５．７ 
収 益 的 １４，９４５，９４５ ４．９ ０ １４，９４５，９４５ ４．８ 
資 本 的 ２，９１７，１２６ １．０ ０ ２，９１７，１２６ ０．９ 
小　　計 １２６，４８１，８０１ ４１．９ ２，２４７，３００ １２８，７２９，１０１ ４１．５ 

合　　計 ３０１，９８２，９８５ １００．０ ８，１４６，３９２ ３１０，１２９，３７７ １００．０ 

◎12月定例会のお知らせ（予定）

月 日 内容

１１
２９㊊ 本会議（提案理由説明）

議会運営委員会

３０㊋ 議案説明会
全員協議会

１２

２㊍ 本会議（一般質問）
議会運営委員会

３㊎

本会議（一般質問）
６㊊
７㊋
８㊌

９㊍ 本会議（質疑）
議会運営委員会

１０㊎ 常任委員会
（文教社会・建設）

１３㊊ 常任委員会
（総務・健康福祉）

１４㊋ 常任委員会予備日

２２㈬ 本会議（表決）
議会運営委員会

日程は変更になる場合がありま
す。請願・陳情の受付締切は、
１１月２９日（月）午後５時
です。
※受付締切日にご注意ください。

町田薬師池公園四季彩の杜薬師池のライトアップ　１１月１３日（土）～ １１月２８日（日）１７：００ ～ ２０：００に実施予定（２０２０年１１月２６日撮影）

９月補正予算を９月補正予算を可決可決
　令和２年度決算を　令和２年度決算を認定認定

　請願書の紹介のご相談など、議
員へのご面会を希望される場合は、
可能な限り少人数での来庁をお願
いいたします。

新型コロナウイルス感染
症に関する対応について
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中
学
校
の
給
食
時�

間
の
延
長
を
！

　
戸
塚
正
人（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問　

国
際
工
芸
美
術
館
整
備
計

画
に
つ
い
て
、
地
域
住
民
等
と
協

議
し
、
設
計
内
容
変
更
の
余
地
は
。

　
市
長
　
話
合
い
を
進
め
る
に
当

た
り
ま
し
て
は
、
基
本
設
計
を
含

め
、
柔
軟
に
変
更
を
検
討
す
る
余

地
は
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
問　

中
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整

備
に
伴
う
配
膳
室
改
修
を
機
に
給

食
時
間
延
長
の
検
討
を
。

　
学
校
教
育
部
長
　
各
階
に
配
膳

し
て
、
１
階
に
取
り
に
行
く
こ
と

を
し
な
い
で
、
昼
食
時
間
も
学
校

と
調
整
し
、
今
後
検
討
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
問　

町
田
市
住
み
よ
い
街
づ
く

り
条
例
に
つ
い
て
、
他
の
事
業
計

画
が
地
区
街
づ
く
り
プ
ラ
ン
に
影

響
が
あ
る
場
合
の
整
合
性
は
。

　
都
市
整
備
担
当
部
長
　
市
の
事

業
に
お
い
て
、
地
区
街
づ
く
り
プ

ラ
ン
へ
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
は
、

所
管
す
る
部
署
へ
地
区
街
づ
く
り

団
体
に
対
し
説
明
な
ど
を
行
う
よ

う
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

一般質問
　８月３１日から９月３日、６日の５日間に
わたり、２９名の議員が市政を取り巻く諸問
題について、意見・提案を交えながら、市
長などの考えをただしました。質問、答弁
の要旨は次のとおりです。
※�議長と副議長は、町田市議会では一般質
問を行わないことになっています。

街
路
樹
／
待
機
児�

童
対
策
に
つ
い
て

　

石
川
好
忠
（
自
由
民
主
党
）

　
問　

街
路
樹
の
管
理
に
つ
い
て
。

　
道
路
部
長
　
低
木
管
理
は
、
刈

り
込
み
と
除
草
作
業
が
あ
り
ま
す
。

刈
り
込
み
は
年
１
回
、
高
さ
が
原

則
６０
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
未
満
に
な

る
よ
う
行
っ
て
い
ま
す
。
除
草
は

植
樹
ま
す
に
生
い
茂
る
雑
草
除
去

を
年
一
、
二
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
問　

各
地
域
に
お
け
る
待
機
児

童
の
現
状
は
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
２１
年
４
月

の
待
機
児
童
数
は
、
市
全
体
で
７６

人
で
し
た
。
地
域
ご
と
の
内
訳
が
、

南
地
域
３６
人
、
鶴
川
地
域
１９
人
、

町
田
地
域
１５
人
、
堺
地
域
５
人
、

忠
生
地
域
１
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
問　

今
後
の
待
機
児
童
対
策
の

進
め
方
は
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
今
後
の
教

育
・
保
育
施
設
の
在
り
方
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
る
た
め
、
地
域
ニ

ー
ズ
に
対
応
し
た
施
設
の
確
保
等

に
つ
い
て
、
２１
年
度
の
町
田
市
子

ど
も
・
子
育
て
会
議
に
諮
問
し
、

検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

豊
か
な
町
田
の
歴�

史
の
ア
ピ
ー
ル
を

プ
ッ
シ
ュ
型
サ
ー�

ビ
ス
を
目
指
し
て

安
全
な
通
学
路
／�

訪
問
介
護
の
充
実

　

三
遊
亭
ら
ん
丈（
自
由
民
主
党
）

　
問　

町
田
の
豊
か
な
歴
史
を
ア

ピ
ー
ル
し
、
将
来
的
に
新
た
な
市

史
と
し
て
編
修
す
べ
き
だ
が
。

　
生
涯
学
習
部
長
　
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
魅
力
的
な
歴
史
が
あ

り
、
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
よ
う
な
取

組
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
問　

町
田
初
文
学
賞
と
も
言
え

る
「
こ
と
ば
ら
ん
ど
シ
ョ
ー
ト
シ

ョ
ー
ト
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
概
要
は
。

　
生
涯
学
習
部
長
　
９７
年
か
ら
行

っ
て
い
た
ひ
な
た
村
創
作
童
話
コ

　

斉
藤
か
つ
ひ
ろ
（
公
明
党
）

　
問　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
が
ん
検
診

の
受
診
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

　
保
健
所
長
　
２１
年
度
は
６
月
実

施
分
ま
で
と
な
り
ま
す
が
、
４
月

か
ら
実
施
し
て
い
る
乳
が
ん
検
診

と
子
宮
頸
が
ん
検
診
の
受
診
者
数

は
、
２０
年
度
の
同
時
期
と
比
較
す

る
と
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
問　

令
和
３
年
８
月
の
大
雨
に

つ
い
て
問
う
。

　
防
災
安
全
部
長
　
開
設
し
た
避

難
施
設
は
２２
か
所
、
１５
日
１３
時
時

　
森
本
せ
い
や（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問　

千
葉
県
八
街
市
の
通
学
路

で
悲
惨
な
事
故
が
起
き
た
。
子
ど

も
の
命
を
守
る
取
組
を
求
む
。

　
学
校
教
育
部
長
　
２１
年
度
通
学

路
点
検
を
し
て
い
な
い
２２
校
も
要

望
が
あ
れ
ば
実
施
す
る
準
備
も
進

め
て
い
ま
す
。
安
全
対
策
が
困
難

な
所
も
あ
る
が
、
連
携
強
化
、
対

策
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
問　

鶴
川
第
一
小
学
校
、
幼
稚

園
、
鶴
川
中
学
校
が
点
在
す
る
小

野
路
川
の
遊
歩
道
の
安
全
対
策
を
。

ン
ク
ー
ル
を
引
継
ぎ
、
２１
年
度
か

ら
町
田
市
民
文
学
館
こ
と
ば
ら
ん

ど
で
実
施
す
る
事
業
で
す
。

　
問　
「
駅
か
ら
つ
な
が
る
水
と

緑
の
新
た
な
都
市
空
間
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
あ
る
森
野
住
宅
周
辺
地

区
ま
ち
づ
く
り
の
今
後
は
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
多
様
な
過

ご
し
方
が
で
き
る
場
所
と
な
る
よ

う
進
め
て
い
き
ま
す
。
今
後
も
地

区
の
皆
様
の
声
を
集
め
、
２２
年
秋

頃
を
目
標
に
、
ま
ち
づ
く
り
構
想

と
し
て
取
り
ま
と
め
て
い
き
ま
す
。

点
で
最
大
２５
世
帯
４１
名
の
方
が
避

難
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
避
難
情
報

つ
い
て
、
適
切
に
発
信
し
て
い
く

た
め
、
気
象
庁
や
日
本
気
象
協
会

と
の
連
携
を
今
後
も
継
続
し
た
い
。

　
問　

問
い
合
わ
せ
を
待
た
ず
に

必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ

て
い
く
プ
ッ
シ
ュ
型
の
仕
組
み
に

つ
い
て
、
市
の
取
組
を
問
う
。

　
政
策
経
営
部
長
　
プ
ッ
シ
ュ
型

の
お
知
ら
せ
機
能
を
拡
充
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
課
題
も
あ

る
の
で
、
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
下
水
道
部
長
　
街
路
灯
設
置
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
岩

子
橋
か
ら
鶴
川
中
学
校
の
区
間
は
、

生
徒
が
通
行
で
き
る
よ
う
基
本
設

計
に
着
手
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
問　

訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
際
、

駐
車
場
に
困
る
実
情
が
あ
る
。
警

察
へ
の
対
応
依
頼
、
駐
車
場
シ
ェ

ア
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
が
出
来
な
い
か
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
緊
急
時

対
応
の
取
扱
い
を
警
察
で
行
っ
て

い
る
こ
と
を
事
業
者
に
情
報
提
供

で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
支
援
／�

中

心

市

街

地

　

村
ま
つ
俊
孝
（
公
明
党
）

　
問　

市
内
事
業
者
の
支
援
に
つ

い
て
、
今
後
の
取
組
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
赤
塚
副
市
長
　
市
内
事
業
者
の

経
営
状
況
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
状
況
、
国
や
都
の
動
向
を
把
握

し
、
早
急
に
対
処
し
て
い
き
た
い
。

　
問　

芹
ヶ
谷
公
園
“
芸
術
の

杜
〟
整
備
事
業
の
課
題
に
対
し
て
、

ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
。

　
市
長
　
５
月
か
ら
、
私
と
地
域

の
方
々
に
よ
る
懇
談
会
を
計
３
回

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
次
回
か
ら
、

テ
ー
マ
を
決
め
て
話
合
い
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
問　

中
心
市
街
地
は
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
の
か
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
ウ
ォ
ー
カ

ブ
ル
な
町
に
変
え
る
取
組
を
進
め

ま
す
。
ま
た
、
バ
ス
乗
降
場
を
集

約
し
、
小
田
急
線
、
Ｊ
Ｒ
、
モ
ノ

レ
ー
ル
と
乗
換
え
が
ス
ム
ー
ズ
と

な
る
動
線
確
保
に
向
け
、
交
通
タ

ー
ミ
ナ
ル
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
か
ら�

命
守
る
市
政
を

　

細
野
龍
子
（
日
本
共
産
党
）

　
問　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者
の
内
、

自
宅
療
養
と
な
っ
て
い
る
人
数
は
。

　
保
健
所
長
　
お
お
よ
そ
８
０
０

人
か
ら
１
０
０
０
人
ぐ
ら
い
い
る

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
問　

自
宅
療
養
者
へ
の
パ
ル
ス

オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
貸
与
の
状
況
は
。

　
保
健
所
長
　
都
か
ら
の
貸
与
も

あ
り
ま
す
が
、
市
で
そ
れ
よ
り
早

く
、
独
自
の
貸
与
も
行
っ
て
い
ま

す
。
な
る
べ
く
必
要
な
方
に
は
届

く
よ
う
に
、
熱
が
高
い
方
、
呼
吸

器
症
状
の
あ
る
方
、
あ
る
程
度
リ

ス
ク
の
高
い
方
、
ま
た
、
希
望
者

の
方
に
は
貸
与
で
き
る
よ
う
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
問　

重
症
化
し
た
自
宅
療
養
者

の
入
院
調
整
は
、
ど
の
よ
う
に
行

わ
れ
て
い
る
の
か
。

　
保
健
所
長
　
患
者
で
入
院
が
必

要
と
な
っ
た
方
に
は
、
保
健
所
が

直
接
、
市
内
や
近
隣
の
病
院
を
中

心
に
連
絡
を
し
て
入
院
調
整
を
行

う
方
法
と
、
都
に
入
院
の
調
整
を

依
頼
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー�

支
援
に
つ
い
て

　

山
下
て
つ
や
（
公
明
党
）

　
問　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
を

進
め
る
に
は
、
早
期
発
見
が
必
要

と
考
え
る
が
、
小
中
学
校
に
お
け

る
現
状
と
課
題
は
ど
う
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
に
対
す
る
教
員
の
理
解
を
進

め
る
と
と
も
に
、
学
校
に
お
い
て

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
よ
う
な
も
の

が
疑
わ
れ
る
、
そ
う
い
う
ケ
ー
ス

が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
子
ど
も
、

福
祉
、
保
健
な
ど
の
関
係
機
関
と

連
携
し
て
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　
問　

若
者
世
代
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ

ー
ツ
の
普
及
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

な
対
応
状
況
に
あ
る
か
。

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長
　
次

期
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
策
定
の
中

で
、
他
市
事
例
な
ど
を
参
考
に
調

査
、
研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
問　

脱
炭
素
行
動
推
進
の
た
め
、

（
仮
称
）
グ
リ
ー
ン
ポ
イ
ン
ト
制

度
の
導
入
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
環
境
資
源
部
長
　
提
案
い
た
だ

い
た
取
組
な
ど
も
先
進
事
例
に
注

視
し
な
が
ら
研
究
し
て
い
き
た
い
。

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ�

プ
認
証
制
度
他

　

松
葉
ひ
ろ
み
（
公
明
党
）

　
問　

令
和
２
年
第
４
回
定
例
会

で
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
認
証
制
度

導
入
の
可
能
性
を
検
討
す
る
と
の

こ
と
だ
っ
た
が
、
検
討
状
況
は
。

　
市
民
協
働
推
進
担
当
部
長
　
２１

年
度
策
定
予
定
の
（
仮
称
）
第
５

次
町
田
市
男
女
平
等
推
進
計
画
は

外
部
組
織
の
協
議
会
な
ど
で
議
論

を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
で
、

取
り
組
む
べ
き
事
業
と
し
て
性
の

多
様
性
へ
の
理
解
促
進
を
位
置
づ

け
る
予
定
で
す
。
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
制
度
導
入
は
、
具
体
的
取
組

の
一
つ
と
し
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
状
況
か
ら
登
校
に
不
安

を
抱
え
る
児
童
・
生
徒
が
「
家
庭

で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
受
け
る
」

こ
と
を
選
択
で
き
る
と
良
い
と
考

え
る
が
市
の
対
応
は
。

　
学
校
教
育
部
長
　
家
庭
の
申
出

に
よ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
実

施
し
て
い
る
学
校
が
あ
り
ま
す
。

優
れ
た
事
例
を
共
有
し
、
児
童
生

徒
の
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

パルスオキシメーターでの測定

　各議員のタイトル下から
一般質問の録画映像にアク
セスできます。
※�動画の再生には別途通信料
がかかる場合があります。

酉
の
市
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園
バ
ス
で
の
事
故 

予
防
の
た
め
に
！

　
矢
口
ま
ゆ
（
諸
派
）
　

　
問
　
２
年
前
の
議
会
で
、
園
バ

ス
の
事
故
予
防
に
つ
い
て
取
り
上

げ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
依
頼
し

た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
報
告
を
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
ア
ン
ケ
ー

ト
は
20
年
１
月
に
市
内
の
幼
稚
園

に
実
施
し
、
園
バ
ス
は
33
園
で
運

行
、
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
は
17

園
、
そ
の
う
ち
検
知
器
を
使
っ
て

い
る
園
は
９
園
で
し
た
。
同
乗
者

な
し
と
回
答
し
た
園
は
あ
り
ま
せ

ん
。
運
転
手
の
健
康
診
断
を
し
て

い
な
い
園
が
１
園
あ
り
ま
し
た
。

　
問
　
運
転
手
の
他
に
同
乗
者
を

設
け
る
、
運
転
手
の
健
診
受
診
と

乗
務
前
ア
ル
コ
ー
ル
検
知
、
バ
ス

施
錠
時
の
車
内
確
認
や
人
数
確
認
、

運
転
手
へ
の
小
児
救
命
の
研
修
実

施
な
ど
を
徹
底
さ
せ
る
べ
き
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
議
員
か
ら

提
案
の
あ
っ
た
事
項
、
特
に
乗
降

車
時
の
座
席
や
人
数
確
認
な
ど
、

子
ど
も
を
乗
車
さ
せ
る
際
に
守
る

べ
き
事
項
に
つ
い
て
徹
底
す
る
よ

う
周
知
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

国
際
工
芸
美
術
館 

計
画
は
見
直
し
を

　
新
井
よ
し
な
お
（
諸
派
）

　
問
　
地
域
の
方
た
ち
が
出
さ
れ

た
要
望
書
の
内
容
も
含
め
、
計
画

を
見
直
す
可
能
性
は
あ
る
か
。

　
市
長
　
幾
つ
か
の
項
目
に
つ
い

て
は
、
柔
軟
な
対
応
を
し
て
い
き

た
い
と
お
答
え
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
問
　
具
体
的
に
ど
こ
を
見
直
す

可
能
性
が
あ
る
の
か
。

　
市
長
　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
検
討

の
余
地
が
あ
る
か
、
検
討
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
と
発
言
は
し
て
い

ま
す
が
、
見
直
す
と
は
一
切
申
し

上
げ
て
お
り
ま
せ
ん
。
も
み
じ
園

の
デ
ッ
キ
ス
ロ
ー
プ
は
、
在
り
方

は
も
う
１
回
考
え
た
ほ
う
が
い
い
。

そ
れ
以
外
に
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　
問
　
危
険
な
道
路
遊
び
の
周
知

に
つ
い
て
は
、
教
員
の
異
動
が
あ

っ
て
も
こ
れ
ま
で
の
情
報
を
共
有

し
、
子
ど
も
の
安
全
指
導
を
行
え

る
体
制
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
引
き
続
き
、

校
長
会
な
ど
を
通
し
て
、
学
校
で

の
安
全
指
導
は
共
通
認
識
を
持
っ

て
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

行
政
Ｄ
Ｘ
と
住
民 

サ
ー
ビ
ス
の
影
響

　
佐
々
木
智
子
（
日
本
共
産
党
）

　
問
　
自
治
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
に

よ
っ
て
、
窓
口
業
務
の
良
さ
や
市

が
管
理
す
る
個
人
情
報
や
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
に
影
響
は
あ
る
か
。

　
政
策
経
営
部
長
　
窓
口
に
お
い

て
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し

て
業
務
効
率
化
を
進
め
、
職
員
を

適
切
に
配
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

き
め
細
や
か
な
対
応
に
努
め
ま
す
。

　
問
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
現
状
と
高

齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
単
位
で
取
り

組
む
上
で
の
課
題
は
何
か
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
町
田
市

い
き
い
き
長
寿
プ
ラ
ン
21
―
23
に

て
、
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中

心
と
し
た
12
の
日
常
生
活
圏
域
を

設
定
し
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
深
化
、
推
進
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
問
　
土
砂
災
害
危
険
箇
所
の
抽

出
、
総
点
検
を
求
め
る
が
ど
う
か
。

　
都
市
整
備
担
当
部
長
　
国
か
ら

依
頼
を
受
け
、
ま
ず
は
点
検
箇
所

の
抽
出
を
行
っ
て
い
ま
す
。

町
田
市
立
学
校
の 

統
廃
合
に
つ
い
て

　
白
川
哲
也
（
保
守
の
会
）

　
問
　
町
田
市
立
学
校
を
統
廃
合

す
る
に
至
っ
た
経
緯
は
。

　
学
校
教
育
部
長
　
児
童
生
徒
推

計
で
は
、
40
年
度
の
小
中
学
生
は

20
年
度
と
比
較
し
て
約
30
％
減
少

と
見
込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
高

度
経
済
成
長
期
に
建
築
し
た
校
舎

の
老
朽
化
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
全
学
校
施
設
維
持
に
は
３
０

７
５
億
５
千
万
円
、
学
校
統
合
し

て
も
２
２
４
３
億
８
千
万
円
が
必

要
と
試
算
し
て
い
ま
す
。
限
り
あ

る
財
源
を
有
効
活
用
し
、
よ
り
よ

い
教
育
環
境
を
つ
く
る
た
め
、
学

校
統
合
は
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問
　
学
校
の
建
て
替
え
に
は
莫

大
な
お
金
が
か
か
り
、
今
の
町
田

市
の
財
政
状
況
で
は
す
べ
て
の
学

校
の
建
て
替
え
が
で
き
な
い
中
で
、

学
校
統
廃
合
の
必
要
性
を
市
民
に

ど
う
周
知
し
て
い
く
の
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
学
校
統
合
の

必
要
性
や
整
備
す
る
新
し
い
学
校

で
実
現
し
た
い
教
育
環
境
な
ど
を

繰
り
返
し
周
知
し
て
い
き
た
い
。

都
市
計
画
／
防
災 

デ

ジ

タ

ル

化

　
木
目
田
英
男
（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
町
田
市
都
市
づ
く
り
の
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
状
況
は
。

　
赤
塚
副
市
長
　
町
田
市
都
市
づ

く
り
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
新

た
な
将
来
都
市
像
・
都
市
構
造
を

設
計
し
、
都
市
計
画
、
交
通
、
住

ま
い
、
み
ど
り
の
各
分
野
に
つ
い

て
、
横
断
的
に
施
策
を
展
開
し
て

い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
策
定
状
況
に
つ
い
て
、
21

年
８
月
16
日
に
都
市
計
画
審
議
会

か
ら
答
申
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ

で
、
先
進
的
な
取
組
で
あ
る
と
高

い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
問
　
防
災
分
野
の
デ
ジ
タ
ル
化

を
進
め
て
、
避
難
所
混
雑
状
況
を

発
信
す
る
仕
組
み
を
作
る
べ
き
だ

が
ど
う
か
。

　
防
災
安
全
部
長
　
Ｉ
Ｔ
技
術
を

活
用
し
た
避
難
施
設
ご
と
の
避
難

者
数
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
発
信
す

る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
の
構
築

に
つ
い
て
、
検
討
を
始
め
た
と
こ

ろ
で
す
。
運
用
開
始
は
、
23
年
度

当
初
ま
で
に
は
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
田
市
独
自
の
国 

際
貢
献
を
教
育
へ

　
渡
辺
厳
太
郎
（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
役
目
を
終
え
た
消
防
車
を

親
日
国
で
あ
る
ブ
ー
タ
ン
王
国
へ

寄
贈
す
べ
き
と
長
年
提
言
し
、
こ

の
度
実
現
し
た
。
こ
の
特
徴
的
な

町
田
市
の
国
際
貢
献
を
学
校
教
育

の
場
で
も
扱
う
べ
き
と
考
え
る
が
。

　
指
導
室
長
　
ブ
ー
タ
ン
王
国
に

つ
い
て
、
小
学
校
２
校
、
中
学
校

２
校
が
学
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
学
校
に
、
寄
贈
を
き
っ
か
け
に

し
た
関
わ
り
に
つ
い
て
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
小
学
校
第
３
、

４
学
年
が
社
会
科
の
副
読
本
と
し

て
使
用
し
て
い
ま
す
「
わ
た
し
た

ち
の
町
田
」
に
掲
載
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
市
内
全
域
の
街
路
灯
・
公

園
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
が
完
了
し
た
が
、

電
気
料
金
は
予
定
ど
お
り
、
年
間

１
億
５
千
万
円
削
減
さ
れ
た
か
。

　
道
路
部
長
　
街
路
灯
の
電
気
料

金
は
、
19
年
度
は
２
億
３
７
９
５

万
８
０
０
０
円
、
20
年
度
は
、
予

定
ど
お
り
の
電
気
料
金
の
削
減
効

果
が
得
ら
れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｍ
Ｓ
と
更
年
期 

の
理
解
促
進
を

　
若
林
章
喜
　（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
Ｐ
Ｍ
Ｓ
・
更
年
期
の
理
解

を
進
め
、
働
き
や
す
い
職
場
づ
く

り
、
女
性
活
躍
推
進
を
図
る
べ
き

だ
が
ど
う
か
。

　
市
長
　
今
後
も
誰
も
が
働
き
や

す
く
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
を
つ

く
る
。
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
高
め
る
こ
と
で
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
や
市
役
所
の
生
産
性
の

向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

　
問
　
忠
生
地
域
ま
ち
づ
く
り
グ

ラ
ウ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
あ
る
、
忠

生
ス
ポ
ー
ツ
公
園
を
次
期
５
ヵ
年

計
画
に
位
置
づ
け
る
べ
き
だ
が
。

　
髙
橋
副
市
長
　
５
ヵ
年
計
画
は
、

策
定
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て

い
く
の
か
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
問
　
旧
忠
生
第
六
小
学
校
の
健

康
増
進
関
連
拠
点
の
整
備
計
画
は
。

　
市
長
　
ま
ず
は
、
21
年
度
に
民

間
事
業
者
を
公
募
し
、
サ
ウ
ン
デ

ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
を
行
い
ま
す
。

そ
の
上
で
、
22
年
度
以
降
の
整
備

手
法
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

ゼ
ル
ビ
ア
の
練
習 

場
が
三
輪
緑
山
に

　
い
わ
せ
和
子
（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
鶴
見
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
に
整
備
さ
れ
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

市
民
利
用
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長
　
Ｆ

Ｃ
町
田
ゼ
ル
ビ
ア
の
練
習
と
の
兼

ね
合
い
も
含
め
、
運
営
協
議
会
で

検
討
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
陽
性
と
判
断
さ
れ
た
児
童
・

生
徒
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
し
て
い

な
い
児
童
・
生
徒
に
い
じ
め
や
差

別
が
起
き
な
い
か
危
惧
し
て
い
る
。

　
学
校
教
育
部
長
　
偏
見
や
差
別

意
識
の
解
消
を
図
る
教
材
な
ど
を

活
用
し
、
児
童
生
徒
が
自
ら
を
見

詰
め
直
す
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う

指
導
し
て
い
ま
す
。

　
問
　
学
校
教
育
活
動
の
考
え
は
。

　
学
校
教
育
部
長
　
感
染
症
予
防

を
一
層
行
い
な
が
ら
登
校
、
対
面

授
業
を
行
う
こ
と
が
必
要
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
の
方
針
を
基
本
と

し
、
授
業
の
オ
ン
ラ
イ
ン
対
応
も

実
践
事
例
を
増
や
し
て
い
き
ま
す
。

感
染
予
防
啓
発
／ 

団
地
利
便
性
向
上

　
深
沢
ひ
ろ
ふ
み
（
保
守
の
会
）

　
問
　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
啓

発
の
掲
示
を
し
な
い
の
は
「
市
庁

舎
景
観
を
損
な
う
」
と
い
う
考
え

方
が
あ
る
と
受
け
取
っ
て
よ
い
か
。

　
市
長
　
表
示
を
し
な
い
で
直
接

ご
案
内
と
い
う
考
え
方
で
、
接
客

コ
ン
セ
プ
ト
に
沿
っ
て
や
っ
て
い

る
と
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。

　
問
　
団
地
の
利
便
性
向
上
と
し

て
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
・

コ
ン
ビ
ニ
出
店
等
を
」
と
い
う
要

望
が
あ
る
が
、
市
の
対
応
は
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
団
地
内
の

移
動
は
、
鶴
川
団
地
で
電
動
カ
ー

ト
を
活
用
し
た
買
物
支
援
の
取
組
、

ま
た
、
山
崎
団
地
周
辺
で
オ
ン
デ

マ
ン
ド
交
通
、
Ｅ
―
バ
ス
の
実
証

実
験
を
行
い
ま
し
た
。
コ
ン
ビ
ニ

は
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
問
　
ワ
ー
ゲ
ン
バ
ス
購
入
か
ら

現
在
ま
で
の
費
用
は
い
く
ら
か
。

　
財
務
部
長
　
購
入
費
は
車
検
整

備
費
用
を
含
め
約
３
９
０
万
円
で
、

こ
れ
ま
で
に
か
か
っ
た
維
持
管
理

費
用
は
、
総
額
約
42
万
円
で
す
。

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

／ 

パ
ラ
・
レ
ガ
シ
ー

　
藤
田
　
学
（
自
由
民
主
党
）
　

　
問
　
町
田
市
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ

ー
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
係
る

取
組
は
。

　
髙
橋
副
市
長
　
焼
却
熱
を
効
率

よ
く
回
収
す
る
と
と
も
に
、
バ
イ

オ
ガ
ス
化
に
よ
り
ご
み
の
持
つ
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
電
気
に
変
え
る
こ
と

が
で
き
る
環
境
に
優
し
い
施
設
で

す
。
発
電
し
た
電
力
は
Ｃ
Ｏ
２
排

出
量
の
少
な
い
電
力
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
・
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に

貢
献
す
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問
　
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
レ
ガ
シ

ー
・
共
生
社
会
の
実
現
へ
の
こ
れ

か
ら
の
取
組
は
。

　
赤
塚
副
市
長
　
レ
ガ
シ
ー
を
今

後
も
継
承
し
て
い
く
た
め
パ
ラ
ス

ポ
ー
ツ
の
理
解
促
進
、
普
及
啓
発

の
取
組
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　
教
育
長
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
教
育
を
引
き
続
き

様
々
な
形
で
実
施
し
、
次
世
代
の

子
ど
も
た
ち
に
引
き
継
が
れ
る
よ

う
に
し
て
い
き
た
い
。

スケートボード中の様子

ブータン王国に寄贈された消防車
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本
会
議
委
員
会

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を

ま
す
。

本
会
議・委
員
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
映
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
お
ぜ
き
重
太
郎
（
保
守
の
会
）

　
問　

町
田
市
に
お
け
る
通
学
路

安
全
点
検
の
取
組
は
。

　
学
校
教
育
部
長
　
小
学
校
42
校

を
２
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
隔
年
で

学
校
関
係
者
、
警
察
、
道
路
管
理

者
等
と
点
検
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
策
は
基
本
的
に
年
度
内
に
行
い
、

翌
年
度
に
学
校
に
よ
る
対
策
の
効

果
検
証
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
問　

通
学
路
点
検
の
成
果
は
。

　
学
校
教
育
部
長
　
21
年
度
は
、

取
り
ま
と
め
を
行
っ
て
い
る
た
め
、

20
年
度
で
報
告
し
ま
す
。
学
校
か

ら
の
要
望
に
基
づ
き
、
対
策
を
実

施
し
た
件
数
は
89
件
。
規
制
標
識

設
置
、
外
測
線
新
設
、
滑
り
止
め

塗
装
な
ど
に
な
り
ま
す
。

　
問　

要
望
が
あ
っ
て
も
対
応
で

き
な
い
危
険
個
所
を
一
つ
で
も
改

善
し
て
ほ
し
い
が
、
ど
の
よ
う
に

対
応
す
る
の
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
今
後
と
も
、

警
察
、
道
路
管
理
者
な
ど
と
と
も

に
、
連
携
を
強
化
し
、
安
全
対
策

実
現
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

通
学
路
を
よ
り

安
心
安
全
に
！

　
大
西
宣
也
（
保
守
の
会
）
　

　
問
　
議
長
は
公
用
車
を
私
的
利

用
し
、
時
間
数
は
３
０
０
時
間
に

近
く
な
っ
て
い
る
。
議
長
室
に
遅

く
ま
で
滞
留
し
、
職
員
や
運
転
手

に
残
業
を
発
生
さ
せ
た
り
、
マ
ス

ク
作
り
を
す
る
等
、
目
に
余
る
公

私
混
同
が
多
々
あ
る
が
。

　
財
務
部
長
　
議
長
公
用
車
の
運

行
は
議
会
事
務
局
の
依
頼
に
基
づ

い
て
配
車
し
て
お
り
、
公
務
か
私

的
な
利
用
か
の
判
断
を
す
る
立
場

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
時
間
外
勤
務

の
発
生
に
つ
い
て
も
議
会
事
務
局

か
ら
の
依
頼
に
基
づ
く
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
総
務
部
長
　
議
長
室
の
私
的
利

用
に
つ
い
て
は
把
握
す
る
立
場
に

あ
り
ま
せ
ん
。

　
問
　
鶴
川
団
地
の
商
店
街
の
有

料
路
上
駐
車
場
設
置
を
求
め
る
。

　
道
路
部
長
　
有
料
路
上
駐
車
施

設
に
つ
い
て
警
視
庁
か
ら
は
、
過

去
の
経
緯
や
現
在
の
規
制
状
況
を

鑑
み
て
も
、
再
設
置
は
必
要
は
な

い
と
の
回
答
で
し
た
。

　
防
災
安
全
部
長
　
在
宅
避
難
推

進
に
は
、
家
具
の
転
倒
防
止
な
ど

が
前
提
と
な
り
ま
す
。
必
要
物
品

の
有
効
性
、
必
要
性
は
今
後
も
積

極
的
に
啓
発
し
て
い
き
た
い
。

　
問
　
支
援
が
必
要
な
全
て
の
方

に
情
報
が
行
き
届
く
よ
う
、
子
ど

も
食
堂
等
の
地
域
で
活
動
す
る
団

体
に
協
力
を
お
願
い
し
て
は
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
情
報
が
行

き
届
く
こ
と
は
重
要
と
考
え
ま
す
。

今
後
は
子
ど
も
食
堂
運
営
者
等
と

調
整
、
連
携
し
て
い
き
ま
す
。

避
難
施
設
／
子
ど 

も
の
貧
困
対
策

　
殿
村
健
一
（
日
本
共
産
党
）
　

　
問
　
世
界
に
誇
る
国
際
版
画
美

術
館
を
存
続
し
、
市
民
の
意
見
で

芸
術
の
杜
の
計
画
を
見
直
す
べ
き
。

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長
　
版

画
を
中
心
と
し
た
特
色
あ
る
美
術

館
と
し
て
今
後
も
存
続
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
新
し
く
整
備
す
る
（
仮

称
）
国
際
工
芸
美
術
館
と
と
も
に
、

芹
ヶ
谷
公
園
パ
ー
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
に
お
け
る
美
術
エ
リ
ア
の
中
核

を
成
し
、
公
園
と
美
術
館
の
一
体

的
整
備
で
、
そ
の
機
能
や
役
割
も

今
以
上
に
発
展
し
て
い
き
ま
す
。

市
民
や
利
用
者
の
皆
様
と
の
対
話

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切

に
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
緊
急
事
態
宣
言
時
の
サ
ッ

カ
ー
の
無
料
招
待
試
合
に
市
職
員

の
参
加
を
促
し
た
問
題
を
問
う
。

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長
　
法

令
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
範
囲
で
適

切
に
実
施
さ
れ
た
試
合
で
の
企
画

で
す
の
で
、
協
定
に
基
づ
き
支
援

と
し
て
協
力
す
る
の
は
普
通
の
こ

と
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

国
際
版
画
美
術
館 

今
の
ま
ま
存
続
を

　
お
さ
む
ら
敏
明（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
南
町
田
拠
点
創
出
ま
ち
づ

く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
投

資
効
果
に
つ
い
て
問
う
。

　
市
長
　
市
税
収
入
は
増
収
が
見

込
ま
れ
、
約
９
年
間
で
回
収
で
き

る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
財

政
面
で
も
投
資
効
果
の
高
い
事
業

で
あ
っ
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
問
　
ケ
ー
ズ
デ
ン
キ
跡
地
の
新

た
な
土
地
利
用
計
画
変
更
手
続
き

も
含
め
、
整
備
計
画
検
討
内
容
は
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
複
合
利
用

ゾ
ー
ン
と
し
て
商
業
・
業
務
機
能

を
軸
に
駅
前
機
能
を
補
完
す
る
施

設
導
入
を
図
る
方
向
で
東
急
株
式

会
社
と
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
問
　
駅
か
ら
銀
河
歩
道
橋
へ
の

動
線
（
歩
行
者
）、
ま
た
整
備
計

画
に
つ
い
て
考
え
方
は
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
複
合
利
用

ゾ
ー
ン
の
歩
行
者
通
路
は
、
東
急

株
式
会
社
の
建
築
物
と
一
体
整
備

す
る
こ
と
で
協
議
を
進
め
、
歩
道

橋
と
の
接
続
は
、
管
理
者
と
協
議

を
行
い
理
解
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ケ
ー
ズ
デ
ン
キ
跡 

地
、
整
備
計
画
は

　
わ
た
べ
真
実（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問　

カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ

に
よ
る
ナ
ラ
枯
れ
の
被
害
が
雑
木

林
に
広
が
っ
て
い
る
。
被
害
木
の

傾
向
と
対
策
は
。
今
後
の
緑
地
の

管
理
の
手
法
を
研
究
す
べ
き
で
は
。

　
都
市
整
備
担
当
部
長
　
一
部
樹

木
が
大
木
化
し
て
い
る
こ
と
が
要

因
の
一
つ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

緑
を
活
用
す
る
こ
と
が
有
効
と
考

え
、
公
園
指
定
管
理
者
な
ど
、
多

様
な
方
々
と
話
合
い
を
行
っ
て
研

究
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
東
　
友
美（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問
　
小
中
学
校
の
ト
イ
レ
に
生

理
用
品
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
学
校
ご
と
の

規
模
や
実
情
に
合
わ
せ
て
設
置
方

法
な
ど
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
た
め
、
学
校
と
相
談
し
な
が
ら
、

で
き
る
だ
け
早
期
に
実
施
で
き
る

よ
う
今
後
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
旧
忠
生
第
六
小
跡
地
は
給

食
セ
ン
タ
ー
と
し
て
活
用
が
決
ま

っ
た
が
、
他
に
も
機
能
を
つ
け
木

曽
山
崎
団
地
住
民
に
愛
さ
れ
る
施

　
問
　
医
療
的
ケ
ア
児
と
家
族
の

支
援
の
中
で
課
題
は
。
今
後
「
医

療
的
ケ
ア
児
及
び
そ
の
家
族
に
対

す
る
支
援
に
関
す
る
法
律
」
が
施

行
予
定
だ
が
期
待
さ
れ
る
変
化
は
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
そ
れ
ぞ
れ

の
児
童
に
合
わ
せ
て
、
よ
り
き
め

細
や
か
な
支
援
を
実
施
し
て
い
く

こ
と
が
課
題
で
す
。
法
律
の
趣
旨

を
踏
ま
え
、
よ
り
適
切
な
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
関
係
機

関
と
の
連
携
や
支
援
体
制
の
強
化

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

設
と
な
る
よ
う
工
夫
を
求
め
る
。

　
学
校
教
育
部
長
　
現
在
、
関
係

各
部
と
の
間
で
活
用
ア
イ
デ
ア
を

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て

食
を
テ
ー
マ
に
し
た
多
様
な
活
動

の
場
に
な
る
よ
う
、
引
き
続
き
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
養
育
費
確
保
支
援
事
業
を

実
施
し
て
は
ど
う
か
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
既
に
実
施

し
て
い
る
自
治
体
を
参
考
に
研
究

し
て
い
き
ま
す
。

ナ
ラ
枯
れ
・
医
療 

的
ケ
ア
児
支
援

生
理
用
品
／
旧
忠 

生
六
小
／
養
育
費

　
田
中
美
穂
（
日
本
共
産
党
）
　

　
問
　
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
予
定

の
旧
忠
生
第
六
小
か
ら
遠
い
堺
中

学
校
に
つ
い
て
は
、
近
隣
小
学
校

と
の
親
子
方
式
に
し
て
は
ど
う
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
３
つ
の
セ
ン

タ
ー
の
想
定
食
数
、
建
築
規
模
、

配
送
計
画
は
、
22
年
３
月
に
策
定

予
定
の
（
仮
称
）
町
田
市
中
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
基
本
計
画
に

お
い
て
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
中
学
校
全
員
給
食
の
地
産

地
消
推
進
実
施
の
工
夫
は
。

　
学
校
教
育
部
長
　
な
る
べ
く
早

い
段
階
か
ら
年
間
計
画
を
お
示
し

し
て
、
農
業
部
門
と
連
携
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
問
　
生
活
保
護
利
用
に
あ
た
り
、

車
の
使
用
が
認
め
ら
れ
る
場
合
は
。

　
地
域
福
祉
部
長
　
法
令
や
国
通

知
に
基
づ
き
、
障
が
い
者
が
通
勤

や
通
院
に
必
要
と
す
る
場
合
、
公

共
交
通
機
関
の
利
用
が
著
し
く
困

難
な
地
域
に
居
住
す
る
方
が
通
勤

す
る
場
合
な
ど
、
条
件
を
満
た
す

と
き
に
認
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

よ
り
良
い
中
学
校 

全

員

給

食

を

　
ち
だ
伸
也（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問
　
市
政
の
平
和
へ
の
取
組
に

つ
い
て
。

　
政
策
経
営
部
長
　
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
で
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映

画
上
映
な
ど
を
30
年
以
上
続
け
て

い
ま
す
。
20
年
度
末
か
ら
日
本
非

核
宣
言
自
治
体
協
議
会
が
実
施
す

る
被
爆
・
戦
後
75
周
年
記
念
冊
子

作
成
事
業
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

市
か
ら
は
、
尾
根
緑
道
が
戦
車
道

路
と
呼
ば
れ
て
い
た
資
料
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
冊
子
は
、
21
年
９

月
完
成
予
定
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　
指
導
室
長
　
小
学
校
で
講
師
を

招
き
、
戦
争
を
題
材
に
出
前
授
業

を
行
っ
て
い
る
学
校
も
あ
り
ま
す
。

　
問
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
後
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
に

つ
い
て
。

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長
　
町

田
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
19
―
28

を
実
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民

誰
も
が
生
涯
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

町
田
市
の
平
和
へ 

の
取
組
に
つ
い
て

用語の解説 本文中の青文字の解説です

◎ヤングケアラー� 【２面】
　法令上の定義はありませんが、一般に、本来大人
が担うと想定されている家事や家族の世話などを日
常的に行っている子どもとされています。
◎サウンディング型市場調査� 【３面】
　事業発案段階や事業化段階において、事業内容
や事業スキーム等に関して、直接の対話により民
間事業者の意見や新たな提案の把握等を行うこと
で、対象事業の検討を進展させるための情報収集
を目的とした手法です。また、対象事業の検討の
段階で広く対外的に情報提供することにより、当
該事業への民間事業者の参入意欲の向上を期待す
るものです。
◎地域包括ケアシステム� 【３面】
　高齢者が介護の必要な状態になっても住み慣れ
た地域で暮らし続けることができるように、地域
で支える体制を言います。それぞれの地域において、
医療、介護、住まい、生活支援、介護予防を切れ
目なく一体的に提供することが求められています。

熊
沢
議
長
は
公
用 

車
を
私
的
利
用

投票所の様子

　
佐
藤
和
彦（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
避

難
施
設
で
の
感
染
症
対
策
は
ど
の

よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
髙
橋
副
市
長
　
世
帯
当
た
り
４

平
方
メ
ー
ト
ル
を
確
保
す
る
と
と

も
に
、
定
期
的
な
体
温
測
定
や
換

気
、
消
毒
な
ど
を
行
い
ま
す
。
避

難
施
設
感
染
症
防
止
対
策
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
基
づ
き
対
策
し
て
い
ま
す
。

　
問
　
在
宅
避
難
に
つ
い
て
の
普

及
啓
発
と
家
具
転
倒
防
止
等
の
購

入
助
成
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

無
料
自
習
環
境
／ 

投
票
率
／
犬
糞
害

　
お
ん
じ
ょ
う
由
久
（
公
明
党
）

　
問
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
使
え
る
無
料
自

習
環
境
の
拡
充
が
必
要
だ
が
。

　
市
民
部
長
　
現
在
、
庁
内
検
討

を
始
め
て
お
り
、
今
後
は
学
識
経

験
者
や
市
民
委
員
で
構
成
す
る
外

部
検
討
会
で
の
検
討
、
施
設
利
用

者
な
ど
の
市
民
の
ご
意
見
を
お
聞

き
し
、
決
定
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
問
　
投
票
所
や
投
票
期
間
の
拡

充
が
投
票
率
向
上
に
有
効
で
は
。

　
選
挙
管
理
委
員
長
　
当
日
投
票

所
や
期
日
前
投
票
所
の
配
置
、
期

間
等
に
つ
い
て
改
め
て
検
証
し
、

投
票
の
利
便
性
向
上
に
向
け
て
、

ま
ず
何
が
で
き
る
か
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問
　
犬
の
糞
害
に
対
し
、
イ
エ

ロ
ー
チ
ョ
ー
ク
作
戦
な
ど
検
討
を
。

　
保
健
所
長
　
既
に
実
施
し
て
効

果
を
上
げ
て
い
る
自
治
体
も
あ
る

と
聞
い
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
自
治
体
の
取
組
状
況
な
ど
を

参
考
に
し
な
が
ら
、
実
施
に
向
け

て
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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本
会
議
委
員
会

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を

ま
す
。

本
会
議・委
員
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
映
を
行
っ
て
い
ま
す
。

第
７１
号
　
町
田
市
個
人
情
報

保
護
条
例
及
び
町
田
市
個
人

番
号
及
び
特
定
個
人
情
報
の

利
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　「
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の

利
用
等
に
関
す
る
法
律
」
の
改
正

及
び
「
デ
ジ
タ
ル
庁
設
置
法
」
の

制
定
に
伴
い
、
関
係
す
る
規
定
を

整
理
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を

す
る
も
の
で
す
。

第
７３
号
　
町
田
市
バ
イ
オ
エ

ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
会
議
室

等
条
例

　
町
田
市
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ

ン
タ
ー
内
に
市
民
が
利
用
で
き
る

施
設
（
会
議
室
等
）
を
設
置
す
る

こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
規
定
を
整

備
す
る
た
め
、
制
定
す
る
も
の
で

す
。第

８８
号
　
町
田
市
立
鶴
川
駅

前
図
書
館
（
図
書
館
運
営
業

務
に
限
る
。）
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

　
町
田
市
立
鶴
川
駅
前
図
書
館

（
図
書
館
運
営
業
務
に
限
る
。）

を
管
理
す
る
指
定
管
理
者
を
指
定

す
る
も
の
で
す
。

第
８９
号
　
町
田
市
名
誉
市
民

条
例
に
基
づ
く
名
誉
市
民
の

同
意
方
に
つ
い
て

　
市
民
又
は
市
に
縁
故
の
深
い
者

で
、
広
く
社
会
文
化
の
興
隆
に
貢

献
し
、
そ
の
功
績
が
顕
著
で
市
民

の
尊
敬
を
受
け
る
方
に
対
し
て
、

そ
の
功
績
と
栄
誉
を
た
た
え
て
こ

れ
を
顕
彰
し
、
町
田
市
名
誉
市
民

の
称
号
を
贈
る
も
の
で
す
。

可
決
し
た
主
な

可
決
し
た
主
な

議
案
の
内
容

議
案
の
内
容

★令和３年（２０２１年）第３回定例会　議案審議結果一覧表� ※熊沢あやり議員は議長のため通常の採決には参加できません。
○　賛成　　×　反対　　－　棄権　　空欄は欠席 自由民主党 公明党 まちだ市民クラブ 日本共産党 保守の会 諸派

議決
月日議案

番号 議　　案　　名 議決
結果

い
わ
せ
和
子

木
目
田
英
男

石
川
好
忠

渡
辺
厳
太
郎

三
遊
亭
ら
ん
丈

若
林
章
喜

熊
沢
あ
や
り（
議
長
）

藤
田 

学

佐
藤
伸
一
郎

お
さ
む
ら
敏
明

山
下
て
つ
や

村
ま
つ
俊
孝

斉
藤
か
つ
ひ
ろ

お
ん
じ
ょ
う
由
久

松
葉
ひ
ろ
み

お
く
栄
一

わ
た
べ
真
実

東 

友
美

ち
だ
伸
也

佐
藤
和
彦

森
本
せ
い
や

戸
塚
正
人

細
野
龍
子

田
中
美
穂

佐
々
木
智
子

殿
村
健
一

白
川
哲
也

深
沢
ひ
ろ
ふ
み

お
ぜ
き
重
太
郎

大
西
宣
也

新
井
よ
し
な
お

友
井
和
彦

矢
口
ま
ゆ

★　市　長　提　出　議　案
第64号 令和３年度（２０２１年度）町田市一般会計補正予算（第４号） 可　決

（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月29日

第65号 令和３年度（２０２１年度）町田市国民健康保険事業会計補正予
算（第１号）

可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月29日

第66号 令和３年度（２０２１年度）町田市介護保険事業会計補正予算（第
２号）

可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月29日

第67号 令和３年度（２０２１年度）町田市後期高齢者医療事業会計補正
予算（第１号）

可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月29日

第68号 令和３年度（２０２１年度）町田市鶴川駅南土地区画整理事業会
計補正予算（第１号）

可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月29日

第69号 令和３年度（２０２１年度）町田市下水道事業会計補正予算（第１
号）

可　 決
（全員一致） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月29日

第70号 公益的法人等への町田市職員の派遣に関する条例の一部を改
正する条例

可　 決
（全員一致） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月29日

第71号 町田市個人情報保護条例及び町田市個人番号及び特定個人情
報の利用等に関する条例の一部を改正する条例

可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月29日

第72号 町田市葬具使用条例を廃止する条例 継続審査 9月29日
第73号 町田市バイオエネルギーセンター会議室等条例 可　決

（賛成多数）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月29日

第74号 町田市民ホール空気調和設備改修工事請負契約 可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月29日

第75号 町田第二中学校防音機能復旧工事（空気調和設備）請負契約 可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月29日

第76号 健康増進温浴施設整備工事請負契約の変更契約 可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月29日

第77号 健康増進温浴施設整備給排水衛生設備工事請負契約の変更契
約

可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月29日

第78号 生活保護法第７８条に基づく徴収金等に係る訴訟の提起につ
いて

可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8月26日

第79号 生活保護法第７８条に基づく徴収金等に係る訴訟の提起につ
いて

可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8月26日

第80号 児童扶養手当返還金等に係る訴訟の提起について 可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8月26日

第81号 市道路線の認定について 可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月29日

第82号 市道路線の廃止について 可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月29日

第83号
町田市民ホール・町田市鶴川緑の交流館ホール等・町田市立鶴
川駅前図書館（図書館運営業務を除く。）の指定管理者の指定
について

可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月29日

第84号 町田市フォトサロンの指定管理者の指定について 可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月29日

第85号 町田市立室内プールの指定管理者の指定について 可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月29日

第86号 木曽子どもクラブの指定管理者の指定について 可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月29日

第87号 町田市七国山ファーマーズセンターの指定管理者の指定につ
いて

可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月29日

第88号 町田市立鶴川駅前図書館（図書館運営業務に限る。）の指定管
理者の指定について

可　決
（賛成多数）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月29日

第89号 町田市名誉市民条例に基づく名誉市民の同意方について 可　決
（簡易表決）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8月26日

第90号 令和３年度（２０２１年度）町田市一般会計補正予算（第５号） 可　 決
（全員一致） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月29日

第91号 町田市行政不服審査会委員の委嘱につき同意方について 可　 決
（簡易表決） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月29日

第92号 ３Ｒ推進課車両による交通事故に係る損害賠償請求事件の和
解について

可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月29日

報告第5号 ３Ｒ推進課車両による物損事故に係る損害賠償額の専決処分
の承認を求めることについて

承　認
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8月26日

認定第1号 令和２年度（２０２０年度）町田市一般会計・特別会計歳入歳出決
算認定について

認　定
（賛成多数）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月29日

認定第2号 令和２年度（２０２０年度）町田市下水道事業会計決算認定につ
いて

認　定
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月29日

認定第3号 令和２年度（２０２０年度）町田市病院事業会計決算認定につい
て

認　定
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月29日

★　委　員　会　提　出　議　案
第1号 インターネット上のいじめ抑止に関する意見書 可　決

（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月29日

★　議　員　提　出　議　案
第16号 全国一律の「盛り土」規制の法整備を求める意見書 可　決

（賛成多数）× × × × × ×

議
長

× × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月29日
第17号 消費税インボイス制度の実施中止を求める意見書 否　決 × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ × 9月29日
第18号 出産育児一時金の増額を求める意見書 可　決

（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月29日

第19号 選択的夫婦別姓制度の法制化に向けた議論を求める意見書 可　 決
（賛成多数） ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ 9月29日

第20号 ナラ枯れ被害対策の広域的な強化を国に求める意見書 可　 決
（全員一致） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月29日

第21号 国民の命と暮らしを守る新型コロナウイルス感染症対策の実
施を求める意見書

可　 決
（賛成多数） × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月29日

第22号 第６次エネルギー基本計画（案）の見直しを求める意見書 否　 決 × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ × ○ 9月29日
第23号 町田市市税条例の一部を改正する条例 可　決

（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月29日

★　請　願
第9号 町田市教育委員会の「町田市新たな学校づくり推進計画」につ

いて見直しを求める請願 不採択 × × × × × ×
議
長

× × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × ○ × ○ × 9月29日

第10号 町田の市立学校をなくさないで！すべての小・中学校の存続を
求める請願 不採択 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × ○ × × × 9月29日

第11号 町田市の葬祭事業の継続を求める請願 継続審査 9月29日継続審査となりました。

継続審査となりました。



（6）令和３年（２０２1年）1０月３０日 No.222町田市議会だより

●成年後見制度利用者数の需要が年々高まっている。支援体制を強化するとと
もに、需要に合わせて、さらなる予算確保に努められたい。

●町田市葬祭事業については、事業の在り方が変わったとしても、事業の理念
をしっかりと理解し、これまで協力していただいている組合、市内の葬祭事
業所などからよりヒアリングするなど調査をし、利用する市民の安心を継続
されたい。

●実地指導の際には、障がい福祉課、子ども発達支援課、子育て推進課、保育・幼
稚園課等、関連する課の職員が共に立ち会う件数を増やすよう努められたい。

●障がい者虐待相談件数において、実際の発生件数との大きな乖離が推測され
る。相談窓口のさらなる周知を図られたい。

●ひかり療育園の民間への引継ぎの際には、これまで果たしてきた役割を継承
し、さらに発展できるよう必要な支援を行われたい。

●介護人材バンクによる就労人数は、目標人数を達成しているが、オンライン
での就労相談に応じられない方も視野に入れて、事業を進められたい。

●シルバーピアの協力員業務委託について、既存の生活協力員の住居は市の責
任で確保されたい。

●高齢者指定収集袋減免事業においては、ニーズに応じて５リットルの袋も配
付するよう求める。

●必要な人が必要な時に利用できるように生活保護制度について広く周知する
ことを求める。

●新型コロナウイルス感染自宅療養者への対応も含めて、在宅・訪問医療・看
護の充実のための支援をより一層強化されたい。

●自殺対策推進協議会については、小中学校の校長それぞれ１名ずつが委員と
なっているが、万が一欠席となる場合には、代理で別の校長が必ず出席する
よう努められたい。

●狂犬病予防注射については、案内業務の主体がどこであっても以前の接種率
を維持できるよう努められたい。

●データヘルス計画に基づき実施した施策について、分析結果も記載されたい。
●在宅で療養する高齢者の生活を支えるため、医療と介護の連携支援センター
の専門スタッフの拡充など体制を強化し、エビデンスや医療、介護情報の共
有化など具体的に仕組みづくり等により取り組まれたい。

【認定第３号】
● ２０１９年度に比して、２０２０年度は医業外収益は増加しているものの、医業収益
は減少している。特に入院収益の減少額が著しい。入院したくても入院でき
ない患者さんが出ないように、引き続き、二次救急医療機関としての充実に
努められたい。

●保育室については、市民病院利用者への保育サービスの提供について検討さ
れたい。

� など計６７件の意見を附帯決議として付しました。

● 指定管理者等が労働環境について気軽に相談等ができるよう、労務関係の専
門家との意見交換の場を設けることや、聞き取りの際に同行していただく等
の取組を進められたい。

●指定管理者等に対し労務管理の専門家が直接審査する「労働環境モニタリン
グ等の労働条件審査」の導入を検討されたい。

●人材育成事業について、研修報告書の実務に生かせる内容については、積極
的に共有されたい。

●市内事業者への発注に関しては、引き続き他部署への働きかけを行い、市内
事業者の受注率向上をされたい。

●工事請負契約の一定業種について、くじによる受注者決定が多い。市内事業
者の意欲発揚、活性化のため、最低制限価格の在り方を含め検討されたい。

●コロナ禍での厳しい財政状況においても、財政指標を注視しながら適切な予
算編成に取り組まれたい。

●公共施設再編、複合化については、老朽化した高齢者・医療などの公共的施
設の建て替え需要への対応も視野にいれ、調査、検討をされたい。

●クレジットカード、スマホ決済、口座振替などキャッシュレスによる市税納
付の利便性向上に努められたい。

●コロナ禍による厳しい経済状況において、納税が困難な方に対する徴収猶予
制度の周知等、丁寧な対応を求める。その上で、収納率の向上及び不納欠損
額の減少に資する施策を丁寧に進められたい。

●労働関連セミナーの開催については、オンラインをより一層活用するなど利
用者の機会損失にならないよう努められたい。

●特定生産緑地制度について、農地所有者が最も適切な選択肢を得られるよう
引き続き丁寧に情報提供及び相談事業を続けられたい。

●里山環境保全活用促進事業においては、地域活性化や来訪者との交流の視点
からも、起爆剤となりうる小野路宿里山交流館に続く２つ目の新たな交流・
回遊拠点の早期開設を求めたい。

●創業支援については、民間事業者・シェアオフィス事業者のみならず近隣大
学含め産官学連携をさらに積極的に進められたい。

●町田市事業者承継推進ネットワークの取組について、事業のさらなる充実に
向け、課題を共有する士業をはじめとした様々な民間機関との連携について
も検討願いたい。

●新型コロナウイルス感染症の影響を受ける中小企業支援に際しては、不公平
のない仕組みづくりに取り組まれたい。

� など計３７件の意見を附帯決議として付しました。

決算審査（健康福祉）
認定すべきものと決定

決算審査（総務）
認定すべきものと決定

歳入合計
約2,235億円

歳入合計額
223,594,063,715円

令和２年度　歳入決算額の内訳（一般会計）

17,732,618,590 7.9
その他
17,732,618,590円(7.9%)

5,589,856,104 2.5
繰入金
5,589,856,104円(2.5%)

14,729,000,000
6.6

市債
14,729,000,000円
(6.6%)

8,997,101,000 4.0
地方消費税交付金
8,997,101,000円(4.0%)

23,735,608,357
10.6

都支出金
23,735,608,357円
(10.6%)

83,553,116,137
37.4

国庫支出金
83,553,116,137円
(37.4%)

69,256,763,527 31.0
市税
69,256,763,527円(31.0%)

歳出合計
約2,176億円

歳出合計額　
217,653,874,147円

令和２年度　歳出決算額の内訳（一般会計）

総務費
22,796,067,072円(10.5%)
総務費
22,796,067,072円(10.5%)

民生費
124,448,846,080円
(57.2%)

民生費
124,448,846,080円
(57.2%)

その他
4,985,738,306円(2.3%)
その他
4,985,738,306円(2.3%)

衛生費
21,471,418,220円
(9.9%)

衛生費
21,471,418,220円
(9.9%)

土木費
14,414,052,683円
(6.6%)

土木費
14,414,052,683円
(6.6%)

公債費
7,647,423,590円(3.5%)
公債費
7,647,423,590円(3.5%)

消防費
4,996,202,969円(2.3%)
消防費
4,996,202,969円(2.3%)

教育費
16,894,125,227円
(7.8%)

教育費
16,894,125,227円
(7.8%)

議会費 632,649,002円
労働費 35,975,605円
農林費 390,206,262円
商工費 3,926,907,437円
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０
点
未
満

で
あ
る
こ
と
、
６
点
目
は
、
同
時

に
公
告
を
し
た
、
町
田
市
民
ホ
ー

ル
の
電
気
設
備
改
修
工
事
に
入
札

参
加
申
請
を
し
て
い
な
い
こ
と
を

条
件
と
し
て
い
ま
す
。
今
回
議
案

と
し
て
い
る
も
の
は
、
市
の
条
例

に
基
づ
い
て
１
億
７
千
万
円
以
上

の
工
事
に
な
る
の
で
、
議
案
と
し

て
上
程
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外

の
工
事
で
す
が
、
同
時
に
建
築
に

当
た
る
部
分
の
、
電
気
設
備
工
事
、

給
排
水
衛
生
設
備
工
事
も
同
時
に

発
注
を
か
け
て
い
る
状
況
で
す
。

　
営
繕
課
長　
耐
用
年
数
で
す
が
、

町
田
市
民
ホ
ー
ル
自
体
あ
と
１０
年

程
度
の
利
用
と
聞
い
て
い
ま
す
の

で
、
改
修
工
事
も
、
１０
年
以
上
は

も
つ
よ
う
工
事
を
行
う
予
定
で
す
。

る
と
い
う
状
況
で
す
。

　
委
員　
本
予
算
の
中
で
は
会
計

年
度
任
用
職
員
は
何
名
に
な
る
か
。

そ
れ
か
ら
、
医
療
費
助
成
費
の
目

的
と
内
容
、
あ
と
関
連
で
、
全
て

の
自
宅
療
養
者
の
方
の
状
況
把
握

が
で
き
て
い
る
の
か
。

　
保
健
予
防
課
担
当
課
長　
会
計

年
度
任
用
職
員
は
、
Ｉ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ

と
い
う
国
が
つ
く
っ
て
い
る
専
門

職
の
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る
方

を
１
名
雇
い
入
れ
る
た
め
の
も
の

と
、
健
診
に
係
る
会
計
年
度
任
用

職
員
に
つ
い
て
計
上
し
て
い
る
も

の
に
な
り
ま
す
。
医
療
費
助
成
費

は
、
コ
ロ
ナ
に
か
か
っ
た
公
費
負

担
に
な
り
ま
す
の
で
、
そ
の
支
払

う
分
を
計
上
し
て
い
る
も
の
で
す
。

自
宅
療
養
者
の
状
況
把
握
に
つ
い

て
は
、
委
託
、
ま
た
は
保
健
師
等

も
含
め
て
定
期
的
に
連
絡
を
し
て
、

容
態
の
悪
化
等
が
な
い
か
と
い
う

の
を
毎
日
確
認
す
る
と
い
う
こ
と

を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
委
員　
条
件
付
一
般
競
争
入
札

と
な
っ
て
い
る
が
、
条
件
は
何
か
。

市
民
ホ
ー
ル
は
分
離
発
注
を
し
て

い
る
と
思
う
が
、
今
回
こ
れ
だ
け

上
が
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。
あ

と
、
耐
用
年
数
を
経
過
し
た
設
備

と
あ
る
が
、
こ
の
工
事
で
ど
の
く

ら
い
耐
用
年
数
が
延
び
る
の
か
。

　
契
約
課
長　
ま
ず
、
本
件
の
入

札
参
加
資
格
の
要
件
で
す
。
１
つ

目
は
市
内
に
本
店
が
あ
る
こ
と
、

２
つ
目
は
、
市
の
建
設
工
事
等
競

争
入
札
参
加
資
格
者
名
簿
に
申
請

業
種
が
空
調
工
事
で
登
録
さ
れ
て

い
る
こ
と
、
３
つ
目
が
管
工
事
業

に
係
る
特
定
建
設
業
の
許
可
を
受

け
て
い
る
こ
と
、
４
つ
目
は
、
元

請
人
と
し
て
国
内
で
施
工
し
た
工

事
で
、
１１
年
４
月
１
日
以
降
に
引

渡
し
を
完
了
し
た
工
事
の
う
ち
、

最
終
契
約
金
額
が
本
件
予
定
価
格

　
委
員　
現
状
の
職
員
に
つ
い
て
、

他
部
署
か
ら
の
応
援
と
、
会
計
年

度
任
用
職
員
と
か
を
確
保
し
な
が

ら
体
制
を
取
ら
れ
て
き
た
と
思
う

が
、
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

　
保
健
総
務
課
長　
保
健
所
兼
務

職
員
の
数
で
す
が
、
全
部
合
計
し

て
、
６５
人
と
い
う
数
に
上
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
人
材
派
遣
等
で
来

て
い
た
だ
き
、
最
大
で
２６
人
で
健

康
観
察
等
の
対
応
を
し
て
い
る
状

況
で
す
。
そ
れ
以
外
に
も
東
京
都

か
ら
の
派
遣
職
員
も
４
名
い
ま
し

て
、
ま
た
、
兼
務
で
は
な
い
が
、

緊
急
事
態
宣
言
下
で
休
館
し
て
い

る
施
設
な
ど
で
業
務
に
従
事
し
て

い
る
職
員
に
来
て
い
た
だ
い
て
、

健
康
観
察
と
か
事
務
を
行
っ
て
い

９月８日・９日・１５日・２９
日に議案６件、認定１件
の審査を行いました。

９月８日・９日・１５日に議案
５件、請願１件、認定２件
の審査を行いました。 総　務健康福祉

審査から 令和２年度一般会計・特別会計決算、
令和２年度下水道事業会計・病院事業会計決算を審査

　本定例会では、決算についても各常任委員会で審査しました。各常任委員会では活発に質疑が行われ、決算審
査の結果「認定すべきもの」と決し、多数の意見が付されました。

町
田
市
民
ホ
ー
ル
空
気
調
和

設
備
改
修
工
事
請
負
契
約

令
和
３
年
度
（
２
０
２
１
年

度
）
町
田
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）

～
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
に
つ
い
て
～



（7） 町田市議会だより 令和３年（２０21年）1０月３０日No.222

第
７２
号
　
町
田
市
葬
具
使
用

条
例
を
廃
止
す
る
条
例

　
議
員
　
条
例
廃
止
の
背
景
と
内

容
は
。
市
民
へ
の
影
響
は
。

　
地
域
福
祉
部
長
　
本
条
例
は
、

１
９
５
８
年
に
葬
具
の
使
用
に
関

し
必
要
な
事
項
を
定
め
、
住
民
の

福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
に
制
定
し
ま
し
た
。
近
年
は
、

本
事
業
よ
り
も
安
価
で
小
規
模
な

葬
儀
を
取
り
扱
う
民
間
の
葬
祭
事

業
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
町
田

市
葬
祭
事
業
の
利
用
実
績
は
、
２

０
１
８
年
度
は
２
３
０
件
、
２
０

１
９
年
度
は
２
０
３
件
、
２
０
２

０
年
度
は
１
７
５
件
と
、
年
々
減

少
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時

代
の
変
化
に
伴
い
、
条
例
制
定
当

時
に
掲
げ
た
目
的
は
果
た
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
本
条
例
を

廃
止
す
る
も
の
で
す
。
市
民
へ
の

影
響
に
つ
い
て
、
町
田
市
葬
祭
事

業
を
利
用
す
る
場
合
、
ま
ず
、
葬

祭
事
業
所
に
連
絡
し
、
ど
の
よ
う

な
葬
儀
に
す
る
か
ご
相
談
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
際
、
市
で

保
有
す
る
祭
壇
等
の
備
品
や
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
販
売
し
て

い
る
ひ
つ
ぎ
や
骨
つ
ぼ
等
の
手
配

は
葬
祭
事
業
所
で
対
応
で
き
ま
す

が
、
ご
遺
体
の
搬
送
や
礼
状
の
印

刷
、
生
花
等
の
発
注
は
喪
家
の
方

が
そ
れ
ぞ
れ
協
定
事
業
者
に
お
申

込
み
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

死
亡
届
の
提
出
及
び
埋
火
葬
許
可

証
の
受
領
も
喪
家
の
方
が
行
っ
て

い
ま
す
。
民
間
事
業
者
は
、
よ
り

安
価
も
し
く
は
同
等
の
費
用
で
葬

儀
一
式
を
手
配
し
て
い
る
た
め
、

喪
家
の
負
担
が
少
な
く
て
済
み
ま

本
会
議
の
　

本
会
議
の
　

　
質
疑
か
ら

　
質
疑
か
ら

条
例
・
そ
の
他

条
例
・
そ
の
他

す
。
本
条
例
の
廃
止
に
よ
る
市
民

へ
の
大
き
な
影
響
は
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

第
８８
号
　
町
田
市
立
鶴
川
駅

前
図
書
館
（
図
書
館
運
営
業

務
に
限
る
。）
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

　
議
員
　
図
書
館
の
専
門
性
、
継

続
性
は
何
に
よ
っ
て
担
保
さ
れ
る

の
か
。

　
生
涯
学
習
部
長
　
司
書
資
格
保

有
者
を
６
割
以
上
と
す
る
こ
と
、

開
館
時
間
中
は
常
に
資
格
保
有
者

が
２
名
以
上
勤
務
す
る
こ
と
、
地

域
資
料
関
連
特
設
コ
ー
ナ
ー
を
設

置
す
る
こ
と
な
ど
を
業
務
仕
様
書

に
記
載
し
て
い
ま
す
。

　
議
員
　
図
書
館
の
指
定
管
理
と

い
う
点
で
、
図
書
館
の
独
自
性
や

専
門
性
を
反
映
し
た
選
定
が
行
わ

れ
る
の
か
、
様
々
な
意
見
が
こ
れ

ま
で
あ
っ
た
と
思
う
。
そ
う
い
っ

た
点
が
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
た

の
か
。

　
生
涯
学
習
部
長
　
図
書
館
の
施

設
の
特
徴
を
捉
え
て
、
ど
の
よ
う

な
工
夫
を
選
考
で
し
た
の
か
と
い

う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、
今
回

の
事
業
者
の
公
募
に
当
た
り
、
業

務
仕
様
書
に
町
田
市
立
図
書
館
が

目
指
す
姿
や
鶴
川
駅
前
図
書
館
の

サ
ー
ビ
ス
の
基
本
的
な
方
向
性
を

具
体
的
に
示
し
、
こ
れ
ら
に
の
っ

と
り
管
理
運
営
を
行
う
こ
と
を
求

め
て
い
ま
し
た
。
事
業
者
を
評
価

す
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
に
も
反
映
し
、

選
考
委
員
会
に
お
い
て
採
点
し
て

い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。
例
え

ば
、
運
営
能
力
に
関
す
る
項
目
の

評
価
に
当
た
っ
て
、
他
の
図
書
館

と
連
携
し
、
鶴
川
駅
前
図
書
館
の

特
徴
を
継
続
し
な
が
ら
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
で
き
る
か
と
い
っ
た
視
点

で
す
。
ま
た
、
選
考
委
員
会
に
は
、

図
書
館
情
報
学
を
専
門
と
す
る
大

学
教
授
を
臨
時
委
員
と
し
て
お
招

き
し
、
専
門
家
と
し
て
の
視
点
で

評
価
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

● 道路総務費の人件費について、コロナ禍でのテレワークや ＩｏＴ技術等の活
用等への対応が、職員のモチベーションや生産性の向上や危機管理に結びつ
けられる。これを良い機会として ＩＣＴ、ＩｏＴ等のさらなる活用を図られたい。

● カーブミラー設置の予算を十分に確保し、市民からの設置要望に丁寧に相談
に乗り、対応されたい。

● 道路維持、修繕については、計画的に今後数か年で要望を限りなくゼロに減
らすよう努力されたい。

● 道路施設の維持管理にあたり使用されるグリホサートを主成分とする除草剤
について、環境に負荷の少ない、代替薬剤の使用を研究されたい。

● 道路上公共トイレの全トイレ機械警備（警備サービス直結緊急通報ボタン）の
設置にとどまらず、さらなる公共トイレの防犯・衛生の向上に取り組まれたい。

● アフターコロナを見据え、モノレール、他の公共交通も含め、様々な可能性
について検討されたい。

● 都市の農地が存続できるように取組をさらに進められたい。
● コミュニティバスの運行継続とともに交通空白地区解消及びＥ－バスに代表
されるような地域公共交通の導入検討を積極的に進められたい。

● 道路・街路築造事業について、保有する普通財産・未使用地１１筆の土地売り
をさらに進められたい。

● 四季彩の杜全体に案内板が少ない。事故防止の上からも早急の整備を図られ
たい。

● 鶴間公園テニスコートの遮音対策について、引き続き住民の声を聞き、対応
されたい。

【認定第２号】
● 国土交通省の実証事業であるＢ－ＤＡＳＨプロジェクトの成果が上がっている。
効率的で健全な下水道事業経営が求められるため、さらに先進的技術の研究
・活用を図られたい。

● 下水処理の過程で、河川への流出が一定程度認められるマイクロファイバー
（プラスチック）の除去について、国の動向を踏まえ、除去する対策を研究
されたい。

● 消毒設備（次亜塩素タンク棟・塩素混和池）の耐震補強他工事の入札不調が
続いている。施設管理上からも早い段階での入札を推進されたい。

� など計２８件の意見を附帯決議として付しました。

決算審査（建設）
認定すべきものと決定

● コミュニティセンター、市民センターの稼働率の低い夜間等、無料で学習で
きる環境づくりを検討されたい。

● 体感治安の向上を図るべく、防犯意識の高い地域と認識されるために支援制
度の活用に止まらずレベルアップを検討されたい。その一つとして、特殊詐
欺被害防止としての自動通話録音機の設置促進補助金交付事業を利用された
い。

● 児童福祉について、申請が不要なもののさらなる拡充、申請手続きを要して
いるもののさらなるオンライン申請化を進められたい。

● 待機児童数の地域格差を補正するため、地区ごとの待機児童数の推移を考慮
しながら、待機児童数の解消の対策を講じられたい。また、認可保育園の増
設や送迎保育ステーション機能など、町田市の行っている事業などを最大限
活用しながら効率的・効果的に地区の待機児童対策を講じられたい。

● 保育士の確保、賃金等の待遇改善に取り組まれたい。
● まこちゃん教室については、利用希望者が一人でも多く利用できるよう、今
後も事業の拡充に努められたい。

● 子どもセンターばあんは改修工事が終了したが、一部改修が不十分と思われ
る床面があるため、今後対応を検討されたい。

● 新型コロナウイルスの影響により自主防災訓練の開催状況を踏まえ、地域ご
とで防災意識格差が起きる可能性がある。各地域と連携し防災意識を維持で
きるよう、努められたい。

● 防災行政無線の放送内容確認のフリーダイヤルについて、その存在を広く周
知し徹底されたい。

● （仮称）国際工芸美術館整備事業について、地域住民及び関係諸団体との協
議を行い、より柔軟に対応されたい。

● 小学校給食について、地場産物割合の指標・数値化の導入と、それに対する
地元農家・業者の声を聞かれたい。

● コロナ禍における公民館事業の拡充を検討されたい。
● コミュニティ・スクールの仕組みの周知を徹底し、地域と一体となった学校
運営を行われたい。

● タブレット端末の活用ステップで、学校間格差、自治体間格差につながらな
い推進策や取組を、学校教育部主導で推進されたい。

● 国際版画美術館の魅力や企画のＰＲをさらに工夫し、拡充されたい。

� など計５７件の意見を附帯決議として付しました。

決算審査（文教社会）
認定すべきものと決定

　
委
員
　
駐
車
場
の
使
用
料
で
大

型
区
画
と
あ
る
が
、
ど
う
い
う
と

き
に
利
用
さ
れ
る
の
か
。

　
資
源
循
環
課
長
　
大
型
区
画
は
、

３
台
分
大
型
バ
ス
が
止
め
ら
れ
る

ス
ペ
ー
ス
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

恐
ら
く
一
番
多
い
の
は
、
市
内
の

小
学
校
の
社
会
科
見
学
で
す
。
工

事
期
間
中
は
、
一
時
社
会
科
見
学

の
受
入
れ
を
見
合
わ
せ
て
い
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
新
し
い
工
事
が
で

き
た
ら
積
極
的
な
受
入
れ
を
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
以
外
に
も
行
政
視
察
等
で
、
大

人
数
で
お
い
で
に
な
る
ケ
ー
ス
も

想
定
し
、
設
定
し
て
い
ま
す
。

　
委
員
　
大
型
バ
ス
３
台
分
だ
が
、

子
ど
も
た
ち
が
社
会
科
見
学
す
る

と
き
は
、
減
免
措
置
は
や
る
の
か
。

　
資
源
循
環
課
長
　
社
会
科
見
学

は
、
教
育
の
活
動
の
一
つ
で
、
行

政
利
用
と
同
等
と
い
う
考
え
方
で
、

料
金
を
い
た
だ
く
こ
と
は
想
定
し

て
い
ま
せ
ん
。

し
た
と
い
う
こ
と
で
、
地
域
の
方

か
ら
の
声
だ
が
、
例
え
ば
、
近
隣

の
相
模
原
市
と
か
多
摩
市
の
プ
ー

ル
と
比
べ
て
、
町
田
市
の
市
民
プ

ー
ル
の
営
業
時
間
が
も
う
少
し
遅

い
ほ
う
が
い
い
と
い
う
声
が
あ
る

が
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
内
容
と
か
、

そ
う
い
う
部
分
で
入
る
余
地
が
あ

っ
た
か
。

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
　
営
業
時

間
は
様
々
な
議
論
も
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
中
で

は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
委
員
　
近
年
、
健
康
ブ
ー
ム
で
、

仕
事
が
終
わ
っ
た
後
で
町
田
の
プ

ー
ル
を
利
用
し
て
ス
イ
ミ
ン
グ
を

す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
方
も
い

る
の
で
、
検
討
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
う
。

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
　
働
く
方

の
や
る
時
間
帯
と
し
て
、
今
は
、

早
朝
で
は
や
っ
て
い
る
が
、
交
通

の
ア
ク
セ
ス
が
難
し
い
と
こ
ろ
も

あ
り
、
検
討
課
題
か
と
思
い
ま
す
。

町
田
市
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー

セ
ン
タ
ー
会
議
室
等
条
例
　

～
セ
ン
タ
ー
内
に
市
民
が
利

用
で
き
る
施
設（
会
議
室
等
）

を
設
置
～

　
委
員
　
地
元
の
方
向
け
に
無
料

利
用
と
い
う
こ
と
な
ど
は
想
定
し

て
い
る
の
か
。

　
資
源
循
環
課
長
　
地
元
の
利
用

に
つ
い
て
は
、
そ
の
他
市
長
の
定

め
る
と
こ
ろ
と
い
う
条
例
に
基
づ

き
、
当
然
想
定
を
し
て
い
ま
す
。

　
委
員
　
無
料
利
用
も
可
能
だ
と

い
う
こ
と
だ
が
、
ど
う
い
っ
た
ケ

ー
ス
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

　
資
源
循
環
課
長
　
基
本
的
に
は

市
民
セ
ン
タ
ー
に
倣
っ
た
形
で
、

一
般
の
利
用
の
場
合
の
減
免
は
定

め
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
地
元

の
考
え
方
は
、
周
辺
の
１５
町
内
会

・
自
治
会
の
自
治
会
と
し
て
の
利

用
を
地
元
と
い
う
利
用
の
範
囲
と

し
て
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

町
田
市
立
室
内
プ
ー
ル
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

～
健
康
増
進
温
浴
施
設
と
室

内
プ
ー
ル
の
一
体
で
の
管
理

運
営
～

　
委
員
　
新
し
い
温
浴
施
設
の
業

者
の
指
定
に
当
た
っ
て
、
最
も
優

れ
た
管
理
が
で
き
る
と
こ
ろ
と
い

う
と
こ
ろ
だ
っ
た
が
、
内
容
は
ど

う
い
っ
た
ポ
イ
ン
ト
が
あ
っ
た
か
。

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
　
室
内
プ

ー
ル
と
の
一
体
で
の
管
理
運
営
に

な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
市
民
へ
の

健
康
増
進
に
寄
与
す
る
、
各
種
事

業
の
提
供
、
民
間
事
業
者
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
用
し
た
経
費
の
削
減
も

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
熱
回
収
施

設
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
で
、

地
元
か
ら
の
要
望
も
あ
っ
て
実
現

し
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、

地
域
へ
の
貢
献
、
地
元
の
雇
用
率

も
評
価
の
項
目
と
し
て
い
ま
し
た
。

　
委
員
　
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
募
集

９月１０日・１３日・１７日に
議案６件、認定２件の
審査を行いました。

９月１０日・１３日・１７日・２１日
に議案９件、請願２件、認定
１件の審査を行いました。文教社会建　設

委員会の付託された議案・請願等を審査
　市議会には、４つの常任委員会が設置されており、本会議で付託された議案・請願、所管事務調査による行政報告等、
各所管事項について詳細にわたり審査を行っています。その中から、各委員会の主な審査状況をお知らせします。
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ご希望の方は、議会事務

局調査法制係（☎０４２－

７２４－４０４９）までお申し込

みください。

全
国
一
律
の
「
盛
り
土
」
規

制
の
法
整
備
を
求
め
る
意
見

書

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
法

制
化
に
向
け
た
議
論
を
求
め

る
意
見
書

ナ
ラ
枯
れ
被
害
対
策
の
広
域

的
な
強
化
を
国
に
求
め
る
意

見
書

出
産
育
児
一
時
金
の
増
額
を

求
め
る
意
見
書

国
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
の
実
施
を
求
め
る
意

見
書

議
員
提
出
議
案

意
見
書

意
見
書��（
要
旨
）

（
要
旨
）

本
定
例
会
で
は
意
見
書
５
件
を
可

決
し
、
議
長
名
で
関
係
行
政
庁
へ

提
出
し
ま
し
た
。
要
旨
は
次
の
と

お
り
で
す
。

議
員
提
出
議
案
第
23
号

町
田
市
市
税
条
例
の　

一
部
を
改
正
す
る
条
例

第
４
回　
高
校
生
と

町
田
市
議
会
議
員
の

意
見
交
換
会
の
開
催

に
つ
い
て

　

大
雨
に
よ
る
大
規
模
土
石
流
が

甚
大
な
被
害
を
引
き
起
こ
し
て
い

る
。
そ
の
原
因
が
「
盛
り
土
」
で

あ
る
こ
と
も
多
く
、
建
設
残
土
を

処
分
す
る
た
め
の
「
盛
り
土
」
を

規
制
す
る
法
律
は
な
い
。
地
方
自

治
体
が
独
自
の
条
例
で
規
制
し
て

い
る
が
、
罰
金
も
軽
く
、
強
く
規

制
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
不
法

投
棄
も
少
な
く
な
い
。
違
法
な

「
盛
り
土
」
を
野
放
し
に
し
て
き

た
国
は
、
早
急
に
残
土
の
発
生
か

ら
搬
出
・
処
理
に
至
る
流
れ
を
管

理
す
る
仕
組
み
を
作
り
、
「
盛
り

土
」
を
厳
格
に
規
制
で
き
る
法
律

を
制
定
す
る
べ
き
で
あ
る
。
よ
っ

て
、
町
田
市
議
会
は
、
国
に
対
し

て
、
全
国
一
律
の
「
盛
り
土
」
規

制
の
法
整
備
を
求
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
６
件
宛
て

　

日
本
の
夫
婦
同
姓
は
、
国
連
の

女
子
差
別
撤
廃
委
員
会
か
ら
、
女

性
が
婚
姻
前
の
姓
を
保
持
す
る
選

択
を
可
能
に
す
る
よ
う
、
繰
り
返

し
民
法
の
改
正
に
つ
い
て
勧
告
を

受
け
て
お
り
、
婚
姻
に
よ
り
姓
を

変
え
る
こ
と
の
多
い
女
性
や
、
一

人
っ
子
同
士
で
の
結
婚
に
お
い
て
、

大
き
な
障
害
と
な
っ
て
い
る
。
選

択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
導
入
は
、

世
論
調
査
で
国
民
の
約
６６
％
が
賛

成
も
し
く
は
容
認
し
て
い
る
も
の

の
、
依
然
と
し
て
国
会
で
の
議
論

は
進
ん
で
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

平
成
２７
年
１２
月
の
最
高
裁
判
決
の

趣
旨
に
鑑
み
、
国
に
お
い
て
、
選

択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
法
制
化
に

向
け
た
積
極
的
な
議
論
を
行
う
よ

う
強
く
要
望
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
４
件
宛
て

　

わ
が
国
の
森
林
２
５
０
０
万
ｈ

ａ
の
う
ち
、
１
３
０
０
万
ｈ
ａ
は

天
然
林
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
約
１

１
０
０
万
ｈ
ａ
が
天
然
広
葉
樹
林

で
あ
る
。
そ
の
中
で
ナ
ラ
枯
れ
と

思
わ
れ
る
被
害
は
早
く
か
ら
各
地

で
記
録
さ
れ
、
新
し
い
生
物
被
害

で
は
な
い
が
１
９
８
０
年
代
以
降
、

被
害
が
急
激
に
拡
大
し
始
め
た
。

東
京
都
で
は
２
０
１
０
年
度
に
島

し
ょ
部
で
被
害
が
確
認
さ
れ
、
２

０
１
９
年
度
に
都
立
公
園
で
ナ
ラ

枯
れ
の
症
状
が
確
認
さ
れ
た
。
多

摩
地
域
で
も
昨
年
度
か
ら
急
速
に

被
害
が
広
が
っ
て
い
る
。
よ
っ
て

国
は
、
国
・
県
・
都
・
関
係
市
町

村
が
連
携
し
て
被
害
木
駆
除
に
取

り
組
む
態
勢
を
整
え
、
こ
れ
に
伴

う
財
政
的
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
６
件
宛
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
国
は
責
任
を
も
っ
て
「
助
か
る

命
が
助
か
ら
な
く
な
る
」
と
い
う

最
悪
の
事
態
を
食
い
止
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
よ
っ
て
、
①
入
院

・
治
療
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
を

越
え
て
患
者
を
受
け
入
れ
る
体
制

や
検
査
を
受
け
や
す
い
体
制
の
整

備
②
入
院
で
き
な
い
場
合
に
も
必

要
な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
体
制
の

整
備
③
自
宅
療
養
時
の
酸
素
投
与

や
訪
問
診
療
等
体
制
の
整
備
④
抗

体
カ
ク
テ
ル
療
法
の
体
制
整
備
⑤

医
療
従
事
者
等
や
事
業
者
に
慰
労

金
や
持
続
化
給
付
金
の
再
支
給
⑥

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
追
加

交
付
を
政
府
に
対
し
強
く
求
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
７
件
宛
て

　

高
校
生
と
町
田
市
議
会
議
員
の

意
見
交
換
会
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

　

日
時　

１１
月
１４
日
（
日
）

　
　
　
　

１３
時
～
１５
時
３０
分

　

今
回
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
参

加
を
含
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
対
策
を
十
分
講
じ
た

上
で
、
開
催
し
ま
す
。
詳
細
は
、

町
田
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

※
今
後
の
感
染
拡
大
状
況
に
よ
り
、

変
更
等
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

令
和
３
年
（
２
０
２
１
年
）
第

２
回
町
田
市
議
会
定
例
会
に
お
い

て
採
択
さ
れ
た
、
請
願
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

町
田
市
立
小
中
一
貫
ゆ
く
の

き
学
園
の
廃
校
見
直
し
を
求

め
る
請
願

経
過
及
び
結
果

　

ゆ
く
の
き
学
園
の
存
続
に
つ
い

て
は
、
２
０
４
０
年
度
ま
で
に
相

原
地
区
の
市
立
小
・
中
学
校
の
児

童
・
生
徒
数
や
、
相
原
地
区
の
道

路
状
況
と
い
っ
た
環
境
変
化
を
見

通
し
な
が
ら
検
討
い
た
し
ま
す
。

　

条
例
に
基
づ
き
、
議
員
の
調
査

研
究
そ
の
他
の
活
動
に
資
す
る
た

め
必
要
な
経
費
の
一
部
と
し
て
、

会
派
に
対
し
政
務
活
動
費
が
交
付

さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
度
、
そ
の

収
支
に
つ
い
て
、
領
収
書
等
の
必

要
書
類
を
添
え
て
議
長
に
提
出
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
令
和
２
年
度
の
会
派
別
収
支

は
下
記
の
表
の
と
お
り
で
す
。

　

会
派
ご
と
の
収
支
報
告
書
及
び

領
収
書
等
に
つ
い
て
は
、
市
庁
舎

３
階
の
議
会
図
書
室
で
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

町
田
市
市
税
条
例
の
附
則
を
改

め
、
現
在
実
施
し
て
い
る
都
市
計

画
税
の
税
率
の
軽
減
措
置
を
令
和

４
年
度
ま
で
延
長
す
る
こ
と
に
よ

り
、
納
税
者
の
税
負
担
の
軽
減
を

図
る
も
の
で
す
。

　

９
月
29
日
の
本
会
議
で
全
員
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

出
産
に
か
か
る
費
用
は
年
々
増

加
し
、
費
用
が
高
い
都
市
部
で
は

現
在
の
４２
万
円
の
出
産
育
児
一
時

金
の
支
給
額
で
は
賄
え
な
い
状
況

に
な
っ
て
い
る
。
少
子
化
克
服
に

向
け
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み

育
て
ら
れ
る
環
境
を
整
え
る
た
め

に
は
、
子
ど
も
の
成
長
に
応
じ
た
、

き
め
細
か
な
支
援
を
重
ね
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
一
時
金
は

そ
の
大
事
な
一
手
で
あ
る
。
少
子

化
対
策
は
、
わ
が
国
の
重
要
課
題

で
あ
り
、
子
育
て
の
ス
タ
ー
ト
期

に
当
た
る
出
産
時
の
経
済
的
な
支

援
策
を
強
化
す
る
こ
と
は
欠
か
せ

な
い
。

　

よ
っ
て
、
政
府
に
対
し
、
現
在

の
負
担
に
見
合
う
形
に
出
産
育
児

一
時
金
を
引
き
上
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令和２年度政務活動費会派別収支報告一覧表
（単位：円）

会派名 自由民主党 公明党 まちだ市民
クラブ 保守の会 日本共産党

諸派
（新井よしなお
、矢口まゆ）

諸派
（友井和彦）

諸派
（藤田学）

所属議員数
（令和３年３月３１日時点） １１人 ６人 ６人 ５人 ４人 ２人 １人 １人

交付月数

令和２年８月
５日付けで１
人会派脱退
のため、１１
人は１２ヶ月
分、１人 は
脱退までの
５ヶ月分

１２ ヶ月分 １２ ヶ月分 １２ ヶ月分 １２ ヶ月分 １２ ヶ月分 １２ ヶ月分

令和２年８月
５日付けで
会派結成の
ため、結成
後の７ ヶ月
分

※収入額（交付額） ４，１１０，０００ ２，１６０，０００ ２，１６０，０００ １，８００，０００ １，４４０，０００ ７２０，０００ ３６０，０００ ２１０，０００

実
支
出
額

人件費 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
調査活動費 ３２５，２０５ ２１１，６９４ ２０５，２３１ １６２，４２９ ０ ４３，６３７ １０４，６８２ １０，１５３
研修・研究
・会議費 ８，０００ ４２，６６０ １０１，０６０ ７７，２２０ ０ ２，０００ ０ ０

資料作成費 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ９４０ ０
資料購入費 ６１４，１５７ ５６２，７０９ ３０８，０５０ ２２８，８３０ １１３，８６５ １２９，２６０ １１４，０６３ １３，２００
広報費 ２，１７７，８３１ ６２８，３１１ １，８７１，４３４ １，２０７，８００ １，１１７，６９９ ２６，３１２ ０ ２１０，２１６
通信運搬費 ３３９，５１０ ４３３，６２７ ３５４，３８２ ２７４，５１８ ０ １５８，９５０ １５４，６８３ ０
事務費 ７７９，９８２ ２４９，１３２ １４６，７６４ １３１，９２３ ４５２，１７２ ４６，３４３ ３８，９４４ ０
合計 ４，２４４，６８５ ２，１２８，１３３ ２，９８６，９２１ ２，０８２，７２０ １，６８３，７３６ ４０６，５０２ ４１３，３１２ ２３３，５６９

残余金（返還額） ０ ３１，８６７ ０ ０ ０ ３１３，４９８ ０ ０
※収入額（交付額）は、各月１日（基準日）における会派の所属議員数に、月額６万円を乗じて得た金額の月数分です。
※新型コロナウイルス感染症対策の推進に資することを目的とし、令和２年度の政務活動費の交付額を５０％削減しています。

委員会提出議案委員会提出議案　【文教社会常任委員会】

　インターネットの普及やＳＮＳの発達等により、私たちは簡易にコミュニケーションをとることができるようになった。しかし、その
一方で匿名による誹謗中傷などが後を絶たず、深刻な社会問題となっている。また、インターネット上による社会問題は、誹謗中傷にと
どまらず、教育の現場でも「いじめ」の要因ともなっている。このような状況下において、文部科学省では新しい「学習指導要領」とし
て「ＧＩＧＡスクール構想」を進めている。「ＧＩＧＡスクール構想」とは、児童生徒１人１台の学習者用端末と、高速大容量の通信ネ
ットワークを一体的に整備する構想のことであり、子どもたちの未来を見据え、創造性を育む教育ＩＣＴ環境の実現に向けた政策とされ
ており、２０２０年度には全教室の無線ＬＡＮ環境整備と学習者用端末の１人１台の導入が決定している。町田市においても、児童生徒
に対し１人１台のタブレット端末を配布しており、現在無線ＬＡＮ環境整備などに力を入れ、新型コロナウイルスの影響下でリモート授
業等の対応も含め各児童生徒がタブレットを家庭に持ち帰っている状況にある。このような環境下で今回町田市立小学校に通っていた６
年生の女子児童が「いじめ」を受けていたという趣旨の遺書を残し自殺したという報道がされた。この事件の中では学校で配られたタブ
レット端末のチャット機能が使われ誹謗中傷が繰り返されていたという可能性が指摘されている。文部科学省では、平成２５年に制定され
た「いじめ防止対策推進法」の中で「いじめ」の防止等のための対策の調査研究の推進等について定めているが、実際は調査研究及び検
証をするための発信者情報の開示請求などを学校や教育委員会が行い調査・検証を行う法的体制が整っていないのが現状である。そこで
町田市議会は、今後「いじめ」により尊い児童の命が失われないよう、国に対し以下について求める。
１　�「いじめ」による自殺の可能性がある場合、地方自治体や学校が調査・検証する体制を速やかに立ち上げるため、「いじめ」に係る発

信者情報の開示請求等ができるよう法的整備を求める。
２　�「ＧＩＧＡスクール構想」によるタブレット端末による「いじめ」が今後起きないよう、児童生徒同士がやり取りできるチャット機

能等の使用制限強化を求める。
３　今回町田市で起こった事件に関する調査・検証体制を速やかに立ち上げ、事態の真相を明らかにすることを求める。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。� 内閣総理大臣ほか５件宛て

インターネット上のいじめ抑止に関する意見書� ９月２９日　全員一致で可決
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